
明石海峡大橋

淡路島側から見た明石海峡大橋

開
通
１
５
周
年
に
あ
た
っ
て三原修二社長本州四国連絡高速道路

地域発展への寄与使命に

　
Ｊ
Ｂ
本
四
高
速
グ
ル
ー
プ
の

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
社
が
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
明
石
海
峡

大
橋
は
、
１
９
９
８
年
４
月
に

完
成
し
た
橋
梁
技
術
の
粋
を

き
ょ
う
り
ょ
う

集
め
た
世
界
最
大
の
吊
り
橋
で

あ
り
、
本
年
４
月
に
開
通

周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
２
０
１
２
年
度
の
通
行
台
数

は
、
１
日
当
た
り
３
万
２
２
４

０
台
と
開
通
時
の
約
３
割
増
と

な
っ
て
お
り
、
本
州
四
国
連
絡

高
速
道
路
の
一
部
と
し
て
、
瀬

戸
内
地
域
に
お
け
る
交
通
の
大

動
脈
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
当
社
で
は
、
橋
を
常
に
安

全
、
安
心
、
快
適
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
初
期
段
階
か

ら
、
計
画
的
な
予
防
保
全
の
考

え
方
の
下
に
、
２
０
０
年
以
上

の
長
期
に
わ
た
り
利
用
で
き
る

橋
を
目
指
し
、
計
画
的
か
つ
着

実
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
特
に
、
明
石
海
峡
大
橋
を
は

じ
め
、
海
峡
部
の
橋
梁
群
は
淡

路
島
は
も
と
よ
り
、
瀬
戸
内
地

域
の
島
嶼
部
の
人
々
に
は
欠
く

と
う
し
ょ

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
社
会

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
維
持
管
理

に
要
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
を
極
力
抑
え
、
末
永
く
お

使
い
頂
け
る
橋
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
長
大
橋

は
、
地
域
の
貴
重
な
資
産
で
あ

り
、
全
国
に
そ
の
魅
力
を
発
信

し
、
瀬
戸
内
地
域
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
が
我
々
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

橋
桁
を
取
り
囲
ん
で
点
検
補
修
を
行
う
作
業
車

日常点検を徹底早期に予防保全

使
い
続
け
る
努
力

　

年
間
大
き
な
事
故
も
な

く
市
民
の
生
活
と
産
業
を
支

え
て
き
た
明
石
海
峡
大
橋
。

完
成
す
る
ま
で
を
創
業
と
す

る
な
ら
、
維
持
は
守
勢
に
あ

た
る
。
創
業
は
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
に
語
ら
れ
る
が
、
波
乱
な

く
、
淡
々
と
役
立
ち
続
け
る

の
も
ま
た
、
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
　

　
明
石
海
峡
大
橋
を
は
じ
め

と
す
る
本
州
四
国
連
絡
橋
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
姿
勢
は
、

な
に
よ
り
日
常
的
な
存
在
と

し
て
、

時
間
当
た
り
前
に

使
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
。
日
常
生
活
と
経

済
活
動
に
と
っ
て
は
、
い
つ

で
も
確
実
に
使
用
で
き
る
こ

と
が
大
切
。
そ
の
た
め
、

「
い
つ
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
に

自
然
体
で
使
っ
て
も
ら
う
管

理
業
務
こ
そ
目
標
で
あ
り
理

想
」

本
州
四
国
連
絡
高
速

道
路

と
話
す
。

　
例
え
ば
災
害
の
あ
と
な

ど
、
規
制
や
一
時
通
行
止
め

な
ど
を
行
っ
た
方
が
手
当
し

や
す
く
て
も
、
で
き
る
限
り

普
通
に
通
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
持
っ
て
い
く
。
も
し
不

通
と
な
っ
て
も
極
力
早
い
再

開
を
目
指
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
災
害
時
に
は
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
し
て
も
機
能
す
る
。

２
０
０
４
年
、
全
国
に
大
き

な
被
害
を
及
ぼ
し
た
台
風

号
に
よ
っ
て
、
淡
路
島
な
ど

兵
庫
県
下
の
道
路
が
長
期
間

通
行
止
め
に
な
っ
た
が
、
そ

の
際
も
明
石
海
峡
大
橋
は

時
間
で
復
旧
し
、
本
四
道
路

も
バ
イ
パ
ス
と
し
て
機
能
し

た
。

　
簡
単
に
聞
こ
え
る
が
、
こ

れ
ほ
ど
大
き
な
橋
を
何
も
な

く
使
い
続
け
る
に
は
、
日
常

の
点
検
を
き
め
細
か
く
行

い
、
不
具
合
も
早
め
早
め
に

手
当
て
す
る
予
防
保
全
が
欠

か
せ
な
い
。

年
間
、
世
界

最
長
を
保
っ
て
き
た
長
さ
４

の
吊
り
橋
は
、
海
の
上

の
吹
き
さ
ら
し
に
あ
っ
て
い

る
う
え
、
桁
の
上
に
は
自
動

車
が
通
る
な
ど
過
酷
な
状
態

が
通
常
だ
。

　
明
石
海
峡
大
橋
に
は
日
常

的
な
点
検
に
は
管
理
セ
ン
タ

ー
に
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す
る

ほ
か
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の

機
能
保
全
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

専
門
会
社
ブ
リ
ッ
ジ
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
あ
る
。

　
ま
た
橋
に
は
、
橋
梁
用
点

検
補
修
用
作
業
車
が
日
常
的

に
行
き
来
す
る
。
作
業
車
は

各
種
あ
り
、
本
州
四
国
道
路

連
絡
橋
全
体
で
１
５
８
台
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

英
知
を
集
め
築
く

　
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路

は
本
州
と
四
国
を
つ
な
ぐ
三

つ
の
ル
ー
ト
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
長
大

橋
は
実
に

。
神
戸
市
と
淡

路
市
を
結
ぶ
明
石
海
峡
大

橋
、
鳴
門
海
峡
を
渡
る
大
鳴

門
橋
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
を

つ
な
ぐ
下
津
井
瀬
戸
大
橋
、

櫃
石
島
橋
、
岩
黒
島
橋
、
与

島
橋
、
北
備
讃
瀬
戸
大
橋
、

南
備
讃
瀬
戸
大
橋
、
そ
し
て

広
島
か
ら
愛
媛
の
島
々
を
結

ぶ
新
尾
道
大
橋
、
因
島
大

橋
、
生
口
橋
、
多
々
羅
大

橋
、
大
三
島
橋
、
伯
方
・
大

島
大
橋
、
そ
し
て
来
島
海
峡

に
か
か
る
世
界
初
の
三
連
吊

り
橋
で
あ
る
来
島
海
峡
大
橋

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
の

結
集
が
こ
れ
ら
の
橋
と
い
え

る
。

　
中
で
も
明
石
海
峡
大
橋
は

橋
の
長
さ
が
３
９
１
１

。

主
塔
と
主
塔
の
距
離
は
１
９

９
１

。
こ
れ
は
同
じ
く
１

９
９
８
年
に
完
成
し
た
当
時

世
界
第
２
位
の
グ
レ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
イ
ー
ス
ト
橋

デ
ン

マ
ー
ク

の
１
６
２
４

、

１
９
８
１
年
以
来
世
界
最
大

の
吊
り
橋
だ
っ
た
英
国
ハ
ン

バ
ー
橋
に
差
を
つ
け
、

年

間
世
界
最
長
を
続
け
て
い

る
。
１
９
９
１

の
う
ち
、

１

分
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
よ
っ
て
地
盤
が
変
動
し

た
こ
と
で
、
当
初
の
設
計
値

よ
り
長
く
な
っ
た
も
の
。

　
明
石
海
峡
に
橋
を
架
け
よ

う
と
す
る
構
想
自
体
は
古
く

か
ら
存
在
し
た
が
、
技
術
的

な
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
容
易

に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
戦

後
す
ぐ
、
３
０
０
人
以
上
が

犠
牲
と
な
っ
た
連
絡
船
せ
き

れ
い
丸
の
事
故
な
ど
背
景
に

橋
を
架
け
る
こ
と
へ
の
機
運

が
高
ま
り
、
明
石
海
峡
大
橋

が
実
現
し
た
直
接
の
構
想
は

１
９
５
３
年
、
当
時
の
原
口

忠
治
郎
神
戸
市
長
が
打
ち
出

し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
紆
余
曲
折

を
経
て

年
に
起
工
式
が
行

わ
れ
、

年
４
月
５
日
、
開

通
式
が
行
わ
れ
た
。
設
計
開

始
を
考
え
る
と
約
四
半
世
紀

前
に
こ
れ
ほ
ど
の
ス
パ
ン
の

長
い
橋
を
完
成
し
た
技
術

は
、
ま
さ
に
日
本
の
技
術
と

情
熱
の
結
集
と
い
う
に
ふ
さ

わ
し
い
。

　
橋
が
架
か
る
ま
で
に
は
、

調
査
か
ら
設
計
施
工
ま
で
、

多
く
の
課
題
の
克
服
が
必
要

で
あ
り
、
各
分
野
で
こ
の
た

め
の
技
術
開
発
が
行
わ
れ

た
。
元
来
、
長
大
橋
は
揺
れ

や
す
い
構
造
で
、
特
に
風
に

よ
る
揺
れ
は
危
険
な
た
め
、

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

当

時

で
は
大
型
の
風
洞
実
験

室
を
設
置
し
、
試
験
を
行

い
、
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
し
て

い
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
橋
を
つ
る
主
塔

の
基
礎
は
、
潮
流
速
が
最
大

で
毎
秒
４
・
５

に
達
す
る

潮
流
の
強
い
エ
リ
ア
の
海
底

に
築
か
れ
た
。
流
れ
が
強
く

複
雑
で
状
況
も
分
か
り
に
く

い
こ
の
海
底
を
掘
削
す
る
た

め
に
当
時
最
新
の
調
査
・
観

測
技
術
が
駆
使
さ
れ
、
設
計

さ
れ
た
。

　
基
礎
を
築
い
た
海
底
の
水

深
は

。
こ
の
上
に
設
置

さ
れ
た
主
塔
は
高
さ
３
０
０

、
主
塔
に
か
か
る

万

の
重
さ
を
支
え
る
。
ま
た
明

石
海
峡
は
強
い
潮
流
が
基
礎

周
辺
海
底
を
洗
掘
し
、
基
礎

が
倒
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
実
験
を
通
じ

て
短
時
間
で
確
実
に
施
工
で

き
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
基
礎
は
工
場
で
製
作

さ
れ
た
鋼
ケ
ー
ソ
ン
を
現
場

ま
で
え
い
航
し
、
海
底
に
沈

設
し
、
新
開
発
の
水
中
不
分

離
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
を

打
設
す
る
方
法
が
取
ら
れ

た
。

　
ま
た
、
海
岸
の
人
口
岩
盤

の
上
に
築
か
れ
た
重
さ

万

の
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
を
ス
ム

ー
ズ
に
建
設
す
る
た
め
の
高

流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
塔
が

風
に
揺
れ
な
い
た
め
の
制
振

シ
ス
テ
ム
。
そ
し
て
ケ
ー
ブ

ル
か
ら
橋
桁
の
架
設
ま
で
、

ま
さ
に
我
が
国
土
木
技
術
の

粋
を
集
め
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
大
事
業
だ
っ
た

い
え
る
。

開通１５周年
く
ら
し
、
産
業
支
え
る

　明石海峡大橋の開通
から 年。着工から 年、構想
からは実に 年が経過したこの一大

プロジェクトは今も 時間、本州と淡路
島、そして四国を結び人々のくらしを支えて
いる。明石海峡大橋そのものは、完成後 年
を経ても世界最長の吊り橋であり続けてい
る。データ上の橋の長さだけでなく、この事
業の真に驚くべき点は、英知を結集して架け
られた橋を 年、 年と今後も日常的に使
い続けられるようにする毎日の努力だと
言えないだろうか。あまり目にする
ことのない日夜の奮闘の一端を
紹介してみたい。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ４月２５日 木曜日 　　


